
新入生の皆さん、この館報を目にする頃には既に講義も始まり、新たな生活もひと段落しているの

でしょうか。さてこの原稿をしたためている 3 月末時点でオリンピックの延期も決まり、新型コロナ

ウイルス禍が世界中を覆いつくしているのですが、一月半が過ぎ日本は、世界はどうなっているので

しょうか。 

今回の騒動が日本でも深刻に感じられるようになった 2 月下旬、これは 21 世紀型世界大戦になる

と私は感じました。日に日に深刻さは増し、ヨーロッパでは特に想像を超える状況になりました。戦時

下になれば、皆の自由は奪われ、命の危険にさらされる。改めてなんでもない平和な一日が愛おしく、

有難いことを認識させられます。 

生物はその数が増えすぎると限られた環境の中で密度が増し、数が増えたことによる環境への影響

が今度は生物自体にも影響を及ぼし個体数減少につながります。水槽の中で十分な餌や酸素を与えて

も、ある一定以上は増えないのです。我々人類は既に人口爆発、オーバーシュートしていると言えるか

もしれません。 

逆に新型コロナウイルスもオーバーシュートに達すると後は減らざるを得ないのです。しかしそれ

を待っていれば、かなりの数の人の命が失われることになってしまう。では、早期に終息させるために

必要なことは何か、既に今どこでもやっているように、ウイルスを拡散させないための注意を一人一

人が継続することです。 

そして個々人で努力すべき、更に大切なことは、自分の免疫力を落とさないことです。ヒトの免疫に

は自然免疫と獲得免疫の二つがあり、何らかの外敵が侵入したときにまず働くのは、前者です。心身を

良いコンディションに保つための、栄養、睡眠、運動、笑い楽しむこといずれも重要です。個々人の努

力と、自分が出来る何かを成すことで共に助け合う、そこに人類が積み重ねてきた英知が加われば、き

っと難局に道が開けるはずです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    図書館では、紙の本や雑誌だけでなく、電子ブックや電子ジャーナルなどの電子資料や医療専門分野に特化

した論文検索データベースも契約し、皆さんへ提供しています。自宅での学習にも利用できます。今回は、

新たに導入した『医書.jp』をご紹介します。最新の医療情報や論文をみることができます。信頼のできる情

報を活用して、自学での学習にお役立てください。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

♦今私たちが出来ること、すべきこと 

図書館長（リハビリテーション学科教授） 飯山準一  

 

  

 

                        

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

♦自宅から利用できる電子リソース 

コロナウイルス感染拡大防止のため自宅で学習している皆さんを支援するための期間限定も含めた 

一覧です。アクセス方法は、アクティブアカデミー Webフォルダをご覧ください。 

名称  内容 

『Maruzen eBook 

Library』 

電子ブック 440 タイトル（医療系動画もあります） 

『e-Library』 電子ブック（英語多読図書 210 タイトル、文学 57

タイトル、その他 293 タイトル） 

『Educational  

Video Online』 

医療系映像教材＊6月末までの期間限定 

 

『医中誌 Web』 国内医学・医療系 雑誌記事・論文検索データベー

ス 

『メディカルオンライン』 国内医療系 雑誌記事・論文検索 全文表示データ

ベース 

『医書.jp』 

 

医学・医療系主要出版社 9 社の電子ジャーナル 

『聞蔵Ⅱ』 朝日新聞記事データベース 

＊5 月末までの期間限定 

♦電子リソース 医療系データベースからご紹介 

『医書.jp』 

医学書院等、医療系主流の雑誌の論文や記事を見ることができます！（学内者限定） 

図書館ホームページ Top の『医書.jp』アイコン、または医中誌 Web 検索結果からご利用ください。 

コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休館中は、学外からも利用できます。 

（ID/パスワードは、学内者へのみお知らせしています。） 

■論文を『医学中央雑誌 Web』https://search.jamas.or.jp/ で探す 

    結果に表示される医書.jp のアイコンをクリックすると論文を読むことができます。 

 

 

 

 

 

■雑誌ごとに読みたい 

 図書館ホームページ Top の医書.jp のアイコンをクリック 雑誌を読むように雑誌記事や論文を 

読むことができます。 
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■第 4 回（4/16） 看護学科講師 戸渡洋子『健康格差とケイパビリティ・アプローチ ～いの 

 ちの公平に向かうアプローチとは？～』 

■第５回（５/２９） リハビリテーション学科講師 中原和美『地域住民と協働した予防事業の展開 

 を目指して』 

■第６回（7/24） リハビリテーション学科准教授 宮本恵美『失語症者における構文ネットワー 

 ク構造について ～格助詞を中心に～』 

■第７回（9/24） 共通教育センター准教授 水本 豪『統計ソフト R とその仲間たち』 

 

■第８回（10/28） 医学検査学科講師 田邊香野『アレルギーはなぜ起きる？ ～細胞のなかの不思 

 議なシグナル～』 

■第 9 回（12/17）  

熊本保健科学大学学長 竹屋元裕      ご案内文から抜粋 

 

 

 

 

 

 

学長からのアドバイス！熊保大ワンチーム！ 

                                        

 

■第 10 回（2020/1/28） ご案内文から抜粋 

リハビリテーション学科言語聴覚学専攻 

准教授 松原慶吾 

 
 

 

 

 

 

新たな発見！ 

 

 

 

♦『私の部屋でランチを』2019年度 第35～第42回までを振り返ります 

■第 35 回（4/22）共通教育センター 森友子『ミニミニ ＴＯＩＥＣ Ｌ＆Ｒに挑戦！』 

 

■第 36 回（6/4）認定看護師教育課程認知症分野研修生『認知症看護認定看護師』なぜ認定 

看護師を目指しているのか？認定看護師に求められていることは？ 

■第 37 回（6/6）コンケン大学看護学部 Miss Pattamaporn Phakaiya『Maternal and 

   Child Health in Thailand タイの母子保健』 

■第 38 回（7/1）アメリカ留学参加学生『アメリカ留学の魅力とは！？』 

 

■第 39 回（10/28）GSLP 参加者、大邱保健大学交換研修生、コンケン大学交換研修生 

『帰国報告会』 

 

 

 

■第 40 回（11/18）医学検査学科 山口類『私が結婚にいたるまで（婚活とはなんぞや？）』 

  

■第 41 回（12/23）コーラス部、吹奏楽部『クリスマスコンサート』 

 

■第 42 回（2020/1/21）リハビリテーション学科生活機能療法学専攻 岩下夏岐『私のこれまで 

とこれから～国際協力とホカボンを手がかりに～』 

 

◆第6回、第7回学生選書ツアー！報告 

第 6 回 2019 年 6 月 22 日（土）学部生 5 名、教職員 3 名、第 7 回 11 月 23 日（土）学部生 2 名、 

教職員 2 名の参加で午前 10 時から 2 時間、各書店で実施しました。第 6 回は 183 冊、第 7 回は 170 冊を 

選びました。選んだ本は、選んだ学生さんのコメントと共に学生選書コーナーに展示中です！ 

 

 

 

 

○お知らせ 

１．5 月の図書館開館：臨時休館中   

2．春季貸出の返却期限日は、6 月 1 日（月）に変更します。 

 

※図書館専用 LINE では最新情報を発信します。 

月 1 回、キャンパステラスで『サイエン

スカフェ』学術研究部と合同で開催中！ 

いろんな科学のお話を聞いて見て体験し

て・・・大学では、どんな研究が行われて

いるのか、覗いてみましょう。 

学生のみんな

の発表や先生

の体験記な

ど、楽しいク

マホの活動が

待ってるぞ！ 

こうご期待！ 
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○編集後記 

図書館は 6月開館を予定しています。 

今回の館報では、自宅から利用できる電子リソースを 

ご紹介しています。大学に来られない今だからこそ、ぜ

ひご利用ください。 

図書の宅配貸出サービス開始 

遠隔授業・自己学習支援として、 

図書の宅配貸出サービスを行います。 

申込詳細は、Active Academy Advance  

▶ 掲示板（学生向け）▶ 図書館 

多くの腫瘍の組織中には多数のマクロファージの浸潤が

見られます。これらのマクロファージは「腫瘍随伴マクロフ

ァージ」とよばれ、様々なメカニズムで腫瘍増殖を促進して

います。本講演は、11 月初旬にタイ・コンケン市で開催さ

れた第 4 回保健科学国際シンポジウムでの発表内容をもと

にお話しするとともに、国際シンポジウムの概要やタイ滞在

中の熊保大チームの活躍についてもご報告。 

嚥下は、食物や水分を口に取り込み飲み込む運動です。こ

の運動に異常が生じることを嚥下障害といいます。嚥下障害

の詳細な病態の理解には嚥下造影検査や嚥下内視鏡検査が

広く一般的に用いられます。一方、最近では、1cm ごとに多

点測定が可能な高解像度マノメトリー（HRM）が登場し、よ

り詳細な嚥下動態やリハビリテーションの効果を評価がで

きるようになりました。これらを用いた検査方法等の研究に

ついてご報告など。 


